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Abstract
 
In diesem Aufsatz handelt es sich um Konjugationstypen der Verben in der Grammatik im
 
Deutschen fu?r Anfa?ngerkurse,an denen hauptsa?chlich Studentinnen und Studenten der japani-
schen Universita?t teilnehmen,um die deutsche Sprache zu lernen.Die oben gesagten Typen sind
 
besonders in den na?chsten Punkten zu diskutieren.Das heißt:
1.Konjugation im Pra?sens
 
2.Konjugation im Pra?teritum
 
3.Grundformen des Verbums
 
4.Konjugation im Konjunktiv I
 
5.Konjugation im Konjunktiv II
 
6.Konjugation im Imperativ
 
Neue Tabelen der schon erwa?hnten grammatischen Punkte ko?nnten fu?r die Grundstufe des
 
grammatischen Sprachkurses im Deutschen nu?tzlich sein.
:Konjugation,Typ,Plus,Minus,Grundform
は じ め に
この論文では，初級ドイツ文法の学習者に
とって理解しにくいと言われているドイツ語基
礎文法の文法項目のうち，特に，動詞の変化に
ついて考察し，従来の文法とは異なる考え方を
出発点に，初学者にも学びやすい形での，より
簡便なドイツ文法項目の提示を目指して，新し
い動詞的変化の型の考案を試みたものである。
これまでも，動詞に関する文法項目については，
文法項目の見直し作業を行い，その考察結果を
発表し，??授業にもそれを活用してきたが，今
回は，前回論述した動詞の現在人称変化，動詞
の過去人称変化，動詞の三基本形，動詞の接続
法第II式人称変化??を基本的部分から再構築
し直し，さらに動詞の接続法第I式人称変化と
動詞の命令形を新たに加えて，新しい?動詞的
変化の型>として再提示してみたいと考えてい
る。それでは，以下に挙げる六つの項目に分け
て論述していきたい。
1. 動詞の現在人称変化
厳密に言えば，直説法能動態現在人称変化の
規則的な動詞の定義をすることになる。ここで
は，語幹の変わらない動詞を規則的現在人称変
化動詞とする。表1の①の動詞のように，
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ich -e  ich  komme
 
du -st  du  kommst
 
er -t  er  kommt
 
wir -en  wir kommen
 
ihr -t  ihr  kommt
 
sie -en  sie  kommen
と人称変化する不定詞が-enで終わる-en型
動詞の人称変化語尾を基本型とし，語尾の増減
なしということで，語尾ゼロ型とする。語幹が
-d，-tなど??で終わる②タイプの動詞は，
ich -e  ich  arbeite
 
du -est  du  arbeitest
 
er -et  er  arbeitet
 
wir -en  wir arbeiten
 
ihr -et  ihr  arbeitet
 
sie -en  sie  arbeiten
と人称変化し，下線部の語尾が，①の基本型（語
尾ゼロ型）に3箇所でeをプラスしているので，
?語尾プラス型>と命名する。また，語幹が-s，
-ss，-ß，-zなど??で終わる③タイプの動詞は，
ich -e  ich  reise
 
du -t  du  reist
 
er -t  er  reist
 
wir -en  wir reisen
 
ihr -t  ihr  reist
 
sie -en  sie  reisen
と人称変化し，親称2人称単数（du）の1箇所
で基本型（語尾ゼロ型）よりsをマイナスしてい
るので，（語尾マイナス型）と命名することにす
る。以上のことを，?表1:動詞の規則的現在人
称変化語尾>にまとめてある。
また，不定詞が-nで終わっている-n型動詞
の現在人称変化は，?表2:不定詞が-n型動詞
の現在人称変化>のようになり，現在人称変化
の規則的な基本型（語尾ゼロ型）動詞はtun一
語のみとなり，現在人称変化の不規則な動詞
sein（すべての人称で語幹が出現しない）を除く
と，残るすべては，-ern動詞，-eln動詞であり，
例えばwandernは一人称単数形でアクセント
のない幹母音が脱落することがあったり，脱落
せず，基本型（語尾ゼロ型）を保ったりするこ
とがあるので，語尾ゼロ型の?幹母音脱落・非
脱落>動詞と呼ぶことにする。-eln型のhandeln
などは，一人称単数形で，大抵アクセントのな
い幹母音が脱落するので，語尾ゼロ型の?幹母
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表1
動詞の規則的現在人称変化語尾
型 基本型（語尾ゼロ型） 語尾プラス型 語尾マイナス型
不定詞
語幹末
①語幹が②③の条件以外で
終わる動詞
②語幹が d，tなどに終わる
動詞
③語幹が s，ss，ß，zなど
に終わる動詞
①②③
の3類型
ich  e  e  e  ich
 
du  st  est  t  du
 
er  t  et  t  er
 
wir  en  en  en  wir
 
ihr  t  et  t  ihr
 
sie  en  en  en  sie
人称
代名詞 基本型（語尾の増減なし） 3箇所でeをプラス 1箇所でsをマイナス
人称代
名詞
音脱落>動詞と呼ぶことにする。
現在人称変化の不規則な動詞は，単数2・3人
称における幹母音変化の仕方により，ウムラウ
ト型（a?→a?¯型，a→a?型，au→a?u型，o?→o?¯
型)??と非ウムラウト型に分類できる。?表3:
現在人称変化の不規則な動詞の分類表>記載の
通り，ウムラウト型は，
① fahren，falenのように?基本型（語尾ゼ
ロ型）>
② blasen，lassenのように?語尾マイナス
型>
③ raten，haltenのように?語尾プラス・マ
イナス混在型>
の三つに分かれる。??非ウムラウト型の方は，
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表2
不定詞が-n型動詞の現在人称変化
基 本 型
（語尾ゼロ型）
幹母音脱落・非脱落
動詞語尾ゼロ型
幹母音脱落動詞
語尾ゼロ型
すべての人称で
語幹が現れない。
主 語 tun 人称変化語尾 wandern  handeln  sein 主 語
ich  tue -e  wand(e)re  handle  bin  ich
 
du  tust -st  wanderst  handelst  bist  du
 
er  tut -t  wandert  handelt  ist  er
 
wir  tun -n  wandern  handeln  sind  wir
 
ihr  tut -t  wandert  handelt  seid  ihr
 
sie  tun -n  wandern  handeln  sind  sie
特 徴 1語のみ 基 本 形 -ern動詞 -eln動詞 1語のみ 特 徴
現在人
称変化
現在人称変化の
規則的な動詞 語尾の増減なし
1人称単数のみ語幹
が変わることがある。
1人称単数のみ
語幹が変わる。
現在人称変化の
不規則な動詞
現在人
称変化
表3
現在人称変化の不規則な動詞の分類表
分 類 ウムラウト型 非ウムラウト型 大分類
下位区 a?→ a¯?型╱a→a?型
au→a?u型╱o?→o?¯型
e?→ie?型╱e→i型
o?→i型╱a?→a型╱e?→ i¯型╱a?¯→ie?型╱e?→i型
中分類
語幹末 ①:②③以外 ②:-s，-ss，-ß ③:-t ①:②③以外 ②:-s，-ss，-z ③:-t 小分類
du  fa?hrst fa?lst  
bla?st la?sst  
ra?tst ha?ltst  
sprichst hilfst  
isst schmilzt  
giltst schiltst  
du
 
er  fa?hrt fa?lt  
bla?st la?sst  
ra?t ha?lt  
spricht hilft  
isst schmilzt  
gilt schilt  
er
型 基本型
（語尾ゼロ型）
語尾マイナス型 語尾プラス・
マイナス型
基本型
（語尾ゼロ型）
語尾マイナス型 語尾プラス・
マイナス型
型
特 徴 ① に 属 す る
au→a?u型は
laufen，saufen
の2語のみ
② に 属 す る
o→o?型は
stoßen 1語 の
み
① に は geben，
haben，lo?schen，
nehmenも 属 す
る。
②に属するe→
i e型 の 動 詞 は
lesen 1語のみ
③にはtreten
が属してい
る。
特 徴
補 足 u→u?型はなし。語幹が-dで終わるladenは一
語のみ語尾プラス型なので，枠外表示動詞とした。
①のhaben，nehmen③のtretenそして語幹が-dで
終わる枠外表示動詞werdenの4つは幹母音のみでは
なく，語幹全体が変化している。その他の枠外表示動
詞はgeba?ren，geschehenである。
補 足
① sprechen，helfenのような?基本型（語
尾ゼロ型）>??
② essen，schmelzenのような?語尾マイナ
ス型>??
③ gelten，scheltenのような?語尾プラス・
マイナス混在型>??
の三つに分類される。???
単数形全部が不規則な（語幹が変わる→幹母
音が変化）動詞である話法の助動詞・wissen???
は，表4のように，kommenやlernenの典型的
規則的人称変化語尾を基準にすると，語尾マイ
ナス2型（単数の1・3人称で2箇所語尾が消失
している。）と語尾マイナス3型（単数の1・3人
称で語尾が消失，単数の2人称で語尾が脱落し，
計3箇所減少?マイナス>している。）に分類さ
れる。今まで，reisenや，単数の2・3人称での
み語幹の変化（幹母音の変化）する動詞につい
て論述する場合は，単に語尾マイナス型と呼ん
できたessenのような人称変化語尾をもつ動詞
は，ここでの，より詳細な分類法に従えば，?語
尾マイナス1型:2人称単数1箇所で語尾sが
脱落>と再定義することになる。ただし，solen
のみ?語尾マイナス2型>の動詞ではあるが，語
幹の変化していない，規則的現在人称変化動詞
ということになる。幹母音の変化する動詞イ
コール現在人称変化の不規則な動詞ということ
ではなく，語幹の変化している動詞イコール現
在人称変化の不規則な動詞ということになれ
ば，不定詞語尾-n型動詞のwandern，handeln
などの-ern動詞，-eln動詞が1人称単数形に
おいて，アクセントのない弱音eが脱落した語
幹は，語幹そのものが変化したということにな
り，-ern動詞は，あるときは規則的現在人称変
化をする動詞，あるときは不規則変化をする?現
在人称変化の規則的または不規則な動詞>とい
うことになる。また-eln動詞は?現在人称変化
の不規則な動詞>ということになる。???以上の
ように考えた場合，従来の現在人称変化形の規
則性の定義を変更したことになる。???学習者に
は，幹母音の変化というよりも語幹の変化とい
う方がわかりやすいようである。???
2. 動詞の過去人称変化
過去人称変化は?表5:過去人称変化表>の通
り，①kommenの過去形
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表4
語尾マイナス型動詞
の現在人称変化 話法の助動詞・wissenの現在人称変化
型 語尾マイナス1型 語尾マイナス2型 語尾マイナス3型 型
主語 不定詞 reisen essen 不定詞 solen du?rfen ko?nnen mo?gen wolen 不定詞 mu?ssen wissen 主語
ich -e  reise  esse - sol  darf kann mag  wil - muss weiß ich
 
du -t  reist  isst -st  solst darfst kannst magst wilst -t  musst weißt du
 
er -t  reist  isst - sol  darf kann mag  wil - muss weiß er
分類 語幹の
変化し
ない現
在人称
変化の
規則的
な動詞
語 幹
（幹 母
音）の
変化す
る現在
人称変
化の不
規則な
動詞
語幹の
変化し
ない現
在人称
変化の
規則的
な動詞
語幹（幹母音）
の変化する
現在人称変化の
不規則な動詞
語幹（幹母音）
の変化する
現在人称変化の
不規則な動詞
分類
補足 この分類表ではsolen
は枠外表示が適切かもし
れない。
現在人称変化の規則的なsolenを除いて，単数形全体の現在人称変化が不規則
な，語幹（幹母音）の変化する動詞で，?非ウムラウト型>動詞である。
補足
ich  kam  wir  kamen
 
du  kamst  ihr  kamt
 
er  kam  sie  kamen
が?基本型（語尾ゼロ型）>となり，②habenの
過去形
ich  hatte  wir  hatten
 
du  hattest  ihr  hattet
 
er  hatte  sie  hatten
が?語尾マイナス型>，③essenの過去形
ich  aß wir  aßen
 
du  aßest ihr  aßt
 
er  aß sie  aßen
が?語尾プラス1型:親称の2人称単数で語尾
を追加>，④tretenの過去形，
ich  trat  wir  traten
 
du  trat(e)st  ihr  tratet
 
er  trat  sie  traten
が?語尾プラス2型>となる。④は親称の2人
称単数と親称2人称複数の2箇所で語尾を追加
することができるという理由からである。した
がって，語尾の型による分類は4タイプという
ことになる。
3. 動詞の三基本形
動詞の三基本形は，三基本形の語幹のすべて
が同形の従来の弱変化（規則）動詞が?同形語
幹型>動詞，三基本形の語幹がすべて異なる従
来の強変化A-B-Cタイプの動詞が?異形語幹
型>動詞，三基本形の語幹が一つだけ異なる?単
一異形語幹型>，言い換えると，語幹の二つが同
じ?双同形語幹型>とも言える?混在語幹型>動
詞の三つに大別される。???
?同形語幹型>動詞は，
lern en  lern te  ge lern t
 
red en  red ete ge red et
 
Aen  Ate  geAt
 
Aen  Aete geAet
となる。???異形語幹型>動詞は，
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表5
過去人称変化表
過去基本
形の語尾
①:②③④以外の語尾
で終わるもの
②:-e ③:-s，-ß，-sch，-z ④:-d，-t 過去基本
形の語尾
ich ― ― ― ― ich
 
du -st -st -est -(e)st  du
 
er ― ― ― ― er
 
wir -en -n -en -en  wir
 
ihr -t -t -t -et  ihr
 
sie -en -n -en -en  sie
人称代名
詞 主語
②③④以外の語尾 -e -s，-ß，-sch，-z -d，-t 人称代名
詞 主語
型 基 本 型（語尾ゼロ型） 語尾マイナス型 語尾プラス1型 語尾プラス2型 型
Aen  B  geCen
 
geh en  ging  ge gang en
 
nehm en nahm  ge nomm en
となる。???混在語幹型>動詞は，不定詞の語幹
のみ（他の三基本形の語幹と）異なるタイプの
bringen，fliegenなど???
Aen  Bte  geBt
 
bring en  brach te ge brach t
 
ko?nn en  konn te ge konn t
と，
Aen  B  geBen
 
flieg en  flog  ge flog en
 
schreib en schrieb ge schrieb en
と，過去形の語幹（過去基本形）のみ他の三基
本形の語幹と異なるタイプ
Aen  B  geAen
 
fahr en  fuhr  ge fahr en
 
les en  las  ge les en
に下位区分される。???
4. 動詞の接続法第I式人称変化
接続法第I式の現在人称変化形は，?表7:接
続法第I式現在人称変化表>記載の通り，不定詞
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表6
不定詞が-enで終わる-en型動詞の三基本形の表
型の名称 分類基準 三基本形の一般的形式
-en
不定詞形
-te
過去形
―
過去形
ge-t
過去分詞形
ge-en
過去分詞形 動詞の例示
同形語幹型 三基本形の語
幹がすべて同
形
弱変化（規則）
動詞・話法の
助動詞2語
Aen  Ate Aete  
geAt geAet  
lernen wolen reden
混在語幹型
（単 一 異 形
型・双同形型
?双同形の一
つは過去分詞
形の語幹>）
不定詞の語幹
のみ他の基本
形の語幹と異
なる。
混合変化動
詞・話法の助
動詞4語
Aen  Bte  geBt  bringen ko?nnen
強変化動詞
A-B-B  
Aen  B  geBen  fliegen schreiben
過去形の語幹
他と異なる。
強変化動詞
A-B-A  
Aen  B  geAen  fahren lesen
異形語幹型 三基本形の語
幹がすべて異
形
強変化動詞
A-B-C  
Aen  B  geCen  gehen nehmen werden
補 足 habenのみAen-Bte-geAtとなり三基本形の例外パターンとなる。また，solen，wolenは同形語
幹型に属するものとする。話法の助動詞が不定詞と同形の過去分詞のときAen-Bte-Aenとなり例
外パターンとなる。melkenはAen-Ate-geBenのときは例外パターンとなる。混合変化動詞のsen-
den，wendenは同形語幹型と混在語幹型があり，枠外表示動詞である。このような動詞はbacken
など数語ある。werdenは異形語幹型に属し，受動の助動詞の三基本形はAen-B-Cenとなり，例外
パターンとなる。
語尾-en型動詞では，例外なく規則的に変化
し，基本型（語尾ゼロ型）となる。不定詞語尾
-n型動詞tunの変化が基本型（語尾ゼロ型）と
なり，wandern，handelnなどの-ern動詞，-eln
動詞も人称変化語尾は基本型（語尾ゼロ型）と
なるが，wandernタイプの-ern動詞は，単数
1・3人称の2箇所でアクセントのない幹母音e
が脱落することがあり，handelnタイプの-eln
動詞は，単数1・3人称の2箇所でアクセントの
ない幹母音eが脱落する。したがって，語幹の
変わる動詞イコール不規則動詞と定める（定義
する）と，ich wandre,er wandre;ich handle,
er handleは不規則な形ということになる。sein
動詞は単数1・3人称で語尾のない語幹のみの形
になり，?語尾プラス・マイナス混在型>の動詞
となる。???
5. 動詞の接続法第II式人称変化
接続法第II式現在人称変化形は，?表8:接
続法第II式現在人称変化表>記載の通り，過去
基本型の語尾がeでない，sein，gehenの過去基
本型war，gingに接続法第II式の人称変化語
尾
ich -e  wir -en
 
du -est  ihr -et
 
er -e  sie -en
を加え，ウムラウト可能な母音をウムラウトさ
せた接続法第II式基本形wa?re，gingeをもつ
動詞を基本型（語尾ゼロ型）とし，過去基本形
の語尾がeである，werden，sagen，handelnの
過去基本形wurde，sagte，handelteに
ich - wir -n
 
du -st  ihr -t
 
er - sie -n
を加えた接続法第II式基本形wu?rde，sagte，
handelteをもつ動詞を?語尾マイナス型>とし
て二つに分けている。接続法第II式の現在人称
変化形は比較的シンプルな形になっている。???
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表7
接続法第I式現在人称変化表
不定詞語尾-en型動詞 不定詞語尾-n型動詞
人称代名
詞 主語
人称変化
語 尾
haben werden 人称変化
語 尾
tun  wandern  handeln 人称変化
語 尾
sein
 
ich -e  habe werde -e  tue  wand(e)re  handle - sei
 
du -est  habest werdest -st  tust  wanderst handelst -(e)st sei(e)st
 
er -e  habe werde -e  tue  wand(e)re  handle - sei
 
wir -en  haben werden -n  tun  wandern  handeln -en  seien
 
ihr -et  habet werdet -t  tut  wandert  handelt -et  seiet
 
sie -en  haben werden -n  tun  wandern  handeln -en  seien
補 足 不定詞語尾-en型動詞は
上記のように例外なく規則
的に変化する。-en型動詞
すべてに通用。
seinを 除
く-n型動
詞のパター
ン
tunは規則
的に変化。1
語のみ。
幹母音脱落
可 能 性 あ
り。-ern動
詞
単数2箇所
幹 母 音 脱
落。-eln動
詞
単数1・3人称で語幹
のみになり語尾がな
いなど唯一の例外。
sein一語のみ。
6. 動詞の命令形
命令形を概観すると，?表9:命令形の変化
表>の通りになる。???不定詞の語幹が-enで終
わる動詞は，幹母音がe→ie，e→iに変わる動
詞のduに対する命令形においてSprich!のよ
うに，sprechenの語幹（幹母音）が変化するの
であるが，werdenのduに対する命令形だけが
その唯一の例外になっている。不定詞の語幹が
-nで終わる動詞は，Tue!Tut!Tun Sie!とい
うtunの命令形三形を標準的（基本的）なもの
と考えれば，a?ndernなど-ern動詞のduに対
する命令形で，アクセントのない幹母音eの脱
落があり，Ändre!となることは不規則という
ことになる。また，sammelnなど-eln動詞の
duに対する命令形で，アクセントのない幹母音
eの脱落があり，Sammle!と不規則な形にな
る。Sei!Seid!Seien Sie!は三形のいずれも，
tunの命令形を標準形（基準となる形）とする
と，不定詞-n型の例外的に不規則な形になっ
ている。???
ま と め
以上論述してきたことを総括すると以下のよ
うになる。
1. 動詞の現在人称変化
(1)基本型（語尾ゼロ型）動詞
(2)語尾プラス型動詞と語尾マイナス型動詞
(3)幹母音脱落型動詞
(4)ウムラウト型動詞と非ウムラウト型動詞
表1:動詞の規則的現在人称変化語尾
表2:不定詞が-n型動詞の現在人称変化
表3:現在人称変化の不規則な動詞の分類表
表4:話法の助動詞・wissenの現在人称変化
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表8
接続法第II式現在人称変化表
過去基本形の語尾 語尾eではない 語尾eである
ウムラウトの有無 ウムラウト
する
ウムラウト
しない
ウムラウトの
有無
ウムラウト
する
ウムラウトしない
型 基本型（語尾ゼロ型） 語尾マイナス型
人称代名詞
主 語
人称変化語尾 war
過去基本形
ging
過去基本形
人称変化語尾 wurde
過去基本形
sagte
過去基本形
handelte
過去基本形
ich -e  wa?re  ginge ― wu?rde  sagte  handelte
 
du -est  wa?rest  gingest -st  wu?rdest  sagtest handeltest
 
er -e  wa?re  ginge ― wu?rde  sagte  handelte
 
wir -en  wa?ren  gingen -n  wu?rden  sagten  handelten
 
ihr -et  wa?ret  ginget -t  wu?rdet  sagtet  handeltet
 
sie -en  wa?ren  gingen -n  wu?rden  sagten  handelten
人称代名詞
主 語
人称変化語尾 不定詞
sein
不定詞
gehen
人称変化語尾 不定詞
werden
不定詞
sagen
不定詞
handeln
少数の例外的枠
外表示動詞あり
接続法第II式
基 本 形
wa?re  ginge 接続法第II式
基 本 形
wu?rde  sagte  handelte
 2. 動詞の過去人称変化
(1)基本型（語尾ゼロ型）と語尾マイナス型
(2)語尾プラス1型と語尾プラス2型
表5:過去人称変化表
3. 動詞の三基本形
(1)同形語幹型
(2)異形語幹型
(3)混在語幹型
表6:不定詞が-enで終わる-en型動詞の三
基本形の表
4. 動詞の接続法第I式人称変化
(1)不定詞語尾-en型動詞と-n型動詞
(2)基本型（語尾ゼロ型）と語尾プラス・マ
イナス混在型
表7:接続法第I式現在人称変化表
5. 動詞の接続法第II式人称変化
(1)過去基本形の語尾とウムラウトの有無
(2)基本型（語尾ゼロ型）と語尾マイナス型
表8:接続法第II式現在人称変化表
6. 動詞の命令形
(1)不定詞語尾の型
(2)e→i(e)型幹母音変化動詞
表9:命令形の変化表
以上，?動詞的変化の型>を新たに6つの項目，
9つの表にまとめて再提示することによって，
ドイツ語基礎文法における?動詞的変化>の理
解が，学習者にとって，より容易なものになる
と考えている。そして，このような文法項目再
提示の可能性を追求して得られた表を効果的に
活用することによって，初級基礎文法の授業を
改善していく方向性を見出すことができると
思っている。今後も文法項目簡略化を含む検討，
考察を不断につづけていくことが有用で不可欠
なことと考えている。???
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表9
命 令 形 の 変 化 表
不定詞語尾の型
-en -n
特 徴 duに対する命令形
ihrに対する
命令形
Sieに対する命
令形 動詞の例 補 足
Aen 下記の特徴をもつ
動詞以外の動詞
A!Sag!
Ae!Sage!
At!
Sagt!
Aen Sie!
Sagen Sie!
sagen waschen
語幹末-igの動詞は
duで-e!
Aen 語幹が-d，-tで終
わる動詞
Ae!
Rede!
Aet!
Redet!
Aen Sie!
Reden Sie!
reden antworten
語幹末-chn，-ffn等
の動詞含む
Aen 幹母音がe→ie，
e→iに変わる動
詞
B!
Sprich!
At!
Sprecht!
Aen Sie!
Sprechen Sie!
sprechen lesen  
sehen は Sieh!と
Siehe!の両形
Aen  1語のみ Werde! Werdet! Werden Sie! werden  e→i型動詞の親称
単数2人称の例外
An -ern型動詞 Ae!Ändere!
Be!Ändre!
At!
Ändert!
An Sie!
Ändern Sie!
a?ndern wandern
アクセントのない幹
母音の脱落
An -eln型動詞 Be!
Handle!
At!
Handelt!
An Sie!
Handeln Sie!
handeln sammeln
アクセントのない幹
母音の脱落
An 1語のみ Tue! Tut! Tun Sie! tun  tunはAe!At!An Sie!となる
An 1語のみ Sei! Seid! Seien Sie! sein  seinは-n型動詞の
例外
注1) 拙論参照。
2) 小林（2008）S.115 ff.
3) 語幹が-d，-tで終わる動詞の他に，語幹が-m，
-nで終わり，その前がh，l，r以外の子音になっ
ている動詞が含まれる。
4) 語幹が-s，-ss，-ß，-zで終わる動詞の他に，
-tz，-xで終わる動詞が含まれる。
5) ウムラウト可能な母音a，o，u，auのうち，u
→u?型の動詞はない。
6) laden一語のみ，?語尾プラス型>動詞になるの
で，例外的扱いの枠外表示動詞として表3には
記述していない。ladenの現在人称変化は以下
のようになる。
ich  lade  wir  laden
 
du  la?dst  ihr  ladet
 
er  la?dt  sie  laden
すなわち，
ich -e  wir -en
 
du -st  ihr -et
 
er -t  sie -en
となり，複数2人称（親称）で語尾が加わって
いる。
7) sprechen，helfenのような基本型（語尾ゼロ
型）に属している動詞には，haben， geben，
lo?schen，nehmenがある。habenはha?b→ha
に，nehmenはnehm→nimmに幹母音だけで
はなく，語幹全体が変化している。また，geben
はge?b→gi¯bに，lo?schenはlo?sch→lischに，
o?→iに変化している。
8) essen，schmelzenのような?語尾マイナス>型
に属している特殊な動詞としてlesenがある。
ich  lese  wir  lesen
 
du  liest  ihr  lest
 
er  liest  sie  lesen
で，語幹が-s〔s〕タイプで終わるe→ie型唯一
の動詞である。
9) gelten，scheltenのような?語尾プラス・マイ
ナス混在型>に属する特殊な動詞としてtreten
がある。語幹がtret→trittと変化しており，e
→iという幹母音だけではなく，語幹全体が変
化している。
10) 注6）と注8）で記したhaben，nehmen，treten
の他に，語幹が-dに終わり，?語尾プラス・マ
イナス混在型>に属するwerdenも，we?rd→
wirまたはwirdと語幹が変化していて，e→i
型の幹母音だけではなく語幹全体の変化して
いる動詞となる。また，その他に例外的なもの
として表に記載していない枠外表示動詞
geba?ren，geschehenがあり，単数の現在人称
変化は下記のようになる。
ich  geba?re
 
du  gebierst
 
sie  gebiert
(3人称単数のsieのみ主語）
es  geschieht
(3人称単数のesのみ主語）
いずれも単数3人称でSie gebiert.Es ge-
schieht.となり，特殊変化である。
11) solenは?語尾マイナス2型>動詞であるが，こ
の論文では，語幹の変化していない動詞を規則
動詞と決めた（定義した）ので，solenは規則
動詞ということになる。なお，solen以外の話
法の助動詞の幹母音の変化はu?→a，o?→a，o?¯→
a?，o→i，u?→uであり，wissenはi→eiとな
り，?非ウムラウト型>動詞に属する。
12) この論文では，現在人称変化の規則的な動詞を
lernen，kommen，arbeiten，reisenなどのタ
イプの他に，solen一語を加え，tun一語を加
え，wandernのような-ern型動詞は，あると
きは規則的人称変化をし，あるときは不規則な
人称変化をする両義性をもつ中間形態の動詞
とした。したがって，現在人称変化の不規則な
動詞は，従来のfahren，sprechen，sehen，sein，
haben，werdenなどのタイプの動詞の他に，話
法の助動詞（solenのみを除く），wissen，そし
てhandelnのような-eln型の動詞が含まれる
ことになる。現在人称変化の規則性を，語幹の
変化・無変化ということで再定義したのであ
る。
13) 現在人称変化の規則性，不規則性を説明する際
に，不規則動詞の幹母音の異同，幹母音の変化
のみに注目させるよりも，語幹の変化，語幹全
体の変化という文法解説の方が，学習者である
学生にとって理解しやすかったという教室内
での実体験に基づいて文法事項の再考察を
行ったのが，現在人称変化の不規則な動詞の定
義を，従来の学問的・言語学的文法記述を取り
入れないで，教室文法，学校文法の枠組みで再
構築しようと思い至った経緯である。
14) 注9）で指摘したように，haben，nehmen，
treten，werdenの4つの動詞は，幹母音の変化
だけではなく，語幹全体が変化する動詞であっ
た。それに加えて，berstenという動詞も特異
な変化をする現在人称変化の不規則な動詞で
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ある。
ich  berste  wir  bersten
 
du  birst  ihr  berstet
 
er  birst  sie  bersten
となり，表3記述不能な枠外表示動詞である。
これが特殊変化動詞であることを指摘してお
く。
15) ここでいう?混在語幹型>の動詞の三基本形は，
Aen  Bte  geBt
 
bring en brach te  ge brach t
 
Aen  B  geBen
 
flieg en  flog  ge flog en
 
Aen  B  geAen
 
fahr en  fuhr  ge fahr en
の三つのタイプのいずれかになるのであるが，
いずれにしても，共通しているのは，過去分詞
と他の三基本形の語幹の一つは必ず同形にな
るということである。つまり，過去基本形の語
幹（または過去基本形）イコール過去分詞の語
幹か，あるいは，不定詞の語幹イコール過去分
詞の語幹になるということである。不定詞の語
幹と過去基本形の語幹が等しくなるのは，
melk en  melk te  ge molk en
 
schind en  schind ete ge schund en
の二語ぐらいのものであり，
Aen  Ate  geBen
 
Aen  Aete  geBen
の形はそれぞれ唯一の例外と考えてもよい。
16) solenとwolenは
Aen  Ate  geAt
となり，?同形語幹型>動詞であり，他の話法の
助動詞du?rfen，ko?nnen，mo?gen，mu?ssenとは
異なるタイプに属する。
17) werdenの三基本形は
werd en  wurde  ge word en
となり，Aen-B-geCenタイプの?異形語幹型>
動詞となる。
18) solen，wolenは不定詞と同形の過去分詞の場
合でも，
sol en  sol te  sol en
 
Aen  Ate  Aen
となり，?同形語幹型>動詞となるが，ko?nnen
のような?混在語幹型>動詞の場合は，
ko?nn en  konn te  ge konn t
 
Aen  Bte  geBt
 
ko?nn en  konn te  ko?nn en
 
Aen  Bte  Aen
となり，?混在語幹型>動詞ではあるが，下位区
分のタイプが別になる。
19) 表6のすべての三基本形の型，
?同形語幹型>
Aen  Ate  geAt
 
Aen  Aete geAet
?混在語幹型>
Aen  Bte  geBt
 
Aen  B  geBen
 
Aen  B  geAen
?異形語幹型>
Aen  B  geCen
の他に，注14）で指摘したmelken，schinden
の
Aen  Ate  geBen
 
Aen  Aete geBen
があり，mahlen，backenは
mahl en  mahl te  ge mahl en
 
back en  back te  ge back en
 
Aen  Ate  geAen
となる。また，?混在語幹型>動詞で特殊変化を
するhabenは
hab en  hat te  ge hab t
 
Aen  Bte  geAt
であり，表6の表示から外れるものは少数なが
らある。受動の助動詞werdenの三基本形は，
werd en  wurde  word en
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Aen  B  Cen
となり，これは例外的変化である。原則として，
複合動詞（分離・非分離動詞など）の三基本形
の記述を除外したので，教科書巻末の三基本形
によく掲載されている非分離動詞を三つ挙げ
てここで確認しておく。
verlier en  verlor  verlor en
 
Aen  B  Ben
 
vergess en  vergaß vergess en
 
Aen  B  Aen
 
beginn en  begann  begonn en
 
Aen  B  Cen
となる。原則として，複合動詞については，表
6では取り扱っていないことを改めて述べて
おく。
20) seinの接続法第I式現在人称変化形は，単数
1・3人称で語尾が消失し，複数（単数2人称が
加わることもある。）で増加し，従来の文法上の
考え方では，不規則変化する動詞ということに
なるが，これまでのこの論文の立論の主旨から
言えば，規則的変化をしていることになる。す
なわち，tunの人称変化語尾を基準として語尾
が異なっているだけであり，語幹は変化してい
ないので?語尾プラス・マイナス混在型>の規
則的現在人称変化動詞ということになる。
21) 接続法第II式現在人称変化形の例外的動詞と
して，helfen，sterbenがあり，それぞれ接続法
第II式基本形は，hu?lfe，stu?rbeとなり，例え
ばhu?lfeの現在人称変化は，
ich  hu?lfe  wir  hu?lfen
 
du  hu?lfest  ihr  hu?lfet
 
er  hu?lfe  sie  hu?lfen
となる。その他に，brennen，nennen，schwim-
men，gewinnenなどがあり，それぞれ，接続法
第II式基本形が，brennte，nennte，schwo?m-
me，gewo?nneとなり，不規則である。
22) 語幹が-d，-tで終わる動詞の他に，語幹が
-chn，-ffn，-tmなどで終わる動詞がある。例
えば，rechnenは
Rechne! Rechnet! Rechnen Sie!
o?ffnenは
Öffne! Öffnet! Öffnen Sie!
atmenは
Atme! Atmet! Atmen Sie!
となる。
23) tunの命令三形を標準形とすると，seinは三つ
の形すべてが不規則である。
tunの命令形:
Ae! At! An Sie!
Tue! Tut! Tun Sie!
seinの命令形:
A! Ad! Aen Sie!
Sei! Seid! Seien Sie!
24) 小林（2008）S.115 ff.の表を根本的に改良し
たものが，この論文の9つの表のうちの7つの
表（表1，表2，表3，表4，表5，表6，表8）
である。
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